
今
回
は
、
中
国
上
海
の
農
民
た
ち
が
一
枚
一
枚
手
で
描
い
た
小

さ
な
民
間
芸
術
「
金
山
農
民
画
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農
民
画
の
起
源
は
人
民
公
社
時
代
の
農
業
振
興
や
新
技
術
の
広

報
普
及
を
目
的
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
で
、
1
9
5
0
年
代
の
陝
西

省
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

1
9
7
0
年
代
に
上
海
近
郊
に
あ
る
農
村
、
金
山
で
、
そ
れ
ま

で
の
ス
タ
イ
ル
を
刷
新
し
、
中
国
刺し

繍し
ゅ
うの

色
使
い
、
伝
統
的
な

切
り
絵
を
ベ
ー
ス
に
、
立
体
感
を
排
除
し
た
平
面
的
な
構
成
を

取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
生
活
に
根
ざ
し
た
絵
」「
郷
土
の
香
り
の
す
る
絵
」
と
し
て

知
ら
れ
る
「
金
山
農
民
画
」。
ど
こ
か
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
絵

画
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

特
別
展

「
渋
沢
敬
三
記
念
事
業　

屋
根
裏
部
屋
の
博

物
館
―A

ttic M
useum

」

日
本
銀
行
総
裁
、
大
蔵
大
臣
を
歴
任
し
た
渋
沢
敬

三
は
ま
た
、
邸
内
に
私
設
博
物
館
兼
研
究
所
を
設

立
し
た
民
俗
学
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

渋
沢
敬
三
の
経
歴
と
民
俗
学
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

9
月
19
日
（
木
）〜
12
月
3
日
（
火
）

会
場　

特
別
展
示
館

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
渋
沢
敬
三
を
語
る
―
偉
大
な
る
学
問
の
庇ひ

ご護
者し
ゃ

」

　

井
上
潤
（
渋
沢
史
料
館 

館
長
）

　

内
田
幸
彦
（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

　
　
　
　
　
　

主
任
学
芸
員
）

　

武
田
晴
人
（
東
京
大
学
大
学
院 

教
授
）

　

宮
本
瑞
夫
（
宮
本
記
念
財
団 

理
事
長
）

　

久
保
正
敏
（
本
館 

教
授
）

日
時　

10
月
13
日
（
日
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
13
時
開
場
）

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館 

講
堂

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

定
員　
4
5
0
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（平日9時～17時）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

電話  06-6876-3112
FAX  06-6876-0875
e-mail shop@senri-f.or.jp
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ
「World Wide Bazaar」

http://www.senri-f.or.jp/shop/

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

友の会

国立民族学博物館
ミュージアム・ 
ショップ

企
画
展

「
武
器
を
ア
ー
ト
に

―
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
お
け
る
平
和
構
築
」

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、
内
戦
終
結
後
に
回
収
し
た
武

器
で
ア
ー
ト
の
作
品
を
作
り
だ
す
と
い
う
事
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。
ア
ー
ト
を
通
じ
て
平
和
を
築
く
営
み

を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

11
月
5
日
（
火
）
ま
で

会
場　

企
画
展
示
場
Ｂ

企
画
展

「
台
湾
平へ

い
ほ埔
族
の
歴
史
と
文
化
」

台
湾
の
平
埔
族
の
人
び
と
が
歴
史
資
料
、
博
物
館

資
料
を
て
が
か
り
に
、
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
再
構
築
し
て
い
く
よ
う
す
を
紹
介
し
ま
す
。
国
立

台
湾
歴
史
博
物
館
と
の
国
際
連
携
展
示
で
す
。

会
期　

9
月
12
日
（
木
）
〜
11
月
26
日
（
火
）

会
場　

企
画
展
示
場
Ａ

み
ん
ぱ
く
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
再
会
の
食
卓
」

歴
史
的
・
政
治
的
状
況
の
中
で
離
散
し
て
い
た
家
族

の
、
長
年
を
経
た
再
会
の
ド
ラ
マ
を
通
し
て
、
現
代

社
会
の
中
で
離
れ
て
生
活
を
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な

い
家
族
の
ゆ
く
え
を
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

日
時　

9
月
15
日
（
日
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
（
13
時
開
場
）

会
場　

講
堂
（
先
着
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

研
究
公
演

「
共
振
す
る
大
地
の
リ
ズ
ム

―
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ

ソ・
カ
バ
コ
と
佐
渡・
春
日
鬼
組
の
競
演
」

ア
フ
リ
カ
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
グ
ワ
ン
の
人
び
と

の
間
に
継
承
さ
れ
る
葬
送
儀
礼
の
楽
士
と
し
て
育
っ

た
バ
ラ
フ
ォ
ン
奏
者
ム
ッ
サ
・
ヘ
マ
率
い
る
グ
ル
ー

プ
「
カ
バ
コ
」
と
、
佐
渡
「
春
日
鬼
組
」
の
競
演
を

通
じ
て
、
大
地
と
生
活
に
密
着
し
て
生
み
出
さ
れ
る

音
の
世
界
を
体
感
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
3
日
（
日
・
祝
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
13
時
開
場
）

中
国
上
海
の
「
金
山
農
民
画
」

日
時　

9
月
29
日
（
日
）
9
時
〜
17
時

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
事
前
申
込
制
、
参
加
無
料

●
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ

9
月
14
日
（
土
）
は
万
国
博
覧
会
閉
幕
記
念
の
た
め
、

9
月
16
日
（
月･

祝
）
は
敬
老
の
日
の
た
め
、
本
館

展
示
を
無
料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

た
だ
し
16
日
に
つ
い
て
は
自
然
文
化
園
（
有
料
区

域
）
を
通
行
さ
れ
る
場
合
は
、
入
園
料
が
必
要
で
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
か
ら

17
時
（
土
日
祝
を
除
く
）
で
す
。

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館　
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
4
2
4
回　

10
月
5
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

【
特
別
展
関
連
】

渋
沢
敬
三
の
「
民
具
」
へ
の
こ
だ
わ
り

講
師　
小
島
摩
文
（
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学 

教
授
）

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
設
立
者
、
渋
沢
敬
三
は
日
本
銀
行
総

裁
や
大
蔵
大
臣
を
つ
と
め
る
一
方
、
膨
大
な
量
の
民
俗
資
料
を
収

集
し
、
毎
朝
、
出
勤
前
の
2
時
間
を
民
俗
学
の
研
究
に
あ
て
る
な

ど
、
地
道
な
研
究
を
お
こ
な
う
学
者
、
文
化
人
と
し
て
も
熱
心
に

活
動
し
て
い
ま
し
た
。
民
具
と
い
う
考
え
方
を
提
唱
し
た
の
も
渋

沢
敬
三
で
し
た
。
彼
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
民
俗
学
に
傾
倒
し
た
事

情
や
社
会
的
背
景
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

第
4
2
5
回　

11
月
2
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

く
す
り
の
民
族
学

講
師　
小
山
修
三
（
千
里
文
化
財
団 

理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
国
立
民
族
学
博
物
館 

名
誉
教
授
）

第
67
回
体
験
セ
ミ
ナ
ー

ニ
ッ
ポ
ン
の
漆
を
考
え
る

│
世
界
最
古
の
漆
発
見
の
地
・
鳥
浜
貝
塚
と
越
前
漆
器

10
月
26
日
（
土
）
〜
27
日
（
日
）
1
泊
2
日

訪
問
先
：
若
狭
三
方
縄
文
博
物
館
、
片
山
漆
器
神
社
、

　
　
　
　

う
る
し
の
里
会
館
ほ
か

第
83
回
民
族
学
研
修
の
旅

ベ
ト
ナ
ム
西
北
部　
少
数
民
族
の
世
界
へ

11
月
21
日
（
木
）
〜
29
日
（
金
）
9
日
間

訪
問
先
：
ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ
イ
、
マ
イ
チ
ャ
ウ
、
ソ
ン
ラ
ー
、
サ
パ
）

少
数
民
族
の
村
の
訪
問
や
市
場
め
ぐ
り
、
高
床
式
の
民
家
で
の
宿

泊
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
体
験
セ
ミ
ナ
ー
、
民
族
学
研
修
の
旅
と
も
に
詳
細
は
上
記
友
の

会
ま
で
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

会
場　

講
堂
（
先
着
4
5
0
名
）

申
込
締
切　

10
月
10
日
（
木
）
必
着

※
事
前
申
込
制
、
参
加
無
料

み
ん
ぱ
く
×
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
p
r
e
s
e
n
t
s

「
行
っ
て
！ 

わ
か
っ
た
！ 

こ
れ
が
び
っ
く
り
リ
ア
ル
世
界
だ
。」

「
60
日
間
ほ
ぼ
世
界
一
周
」
河
田
直
也
さ
ん
（
Ｍ
Ｂ

Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
と
、「
狩
猟
採
集
民
を
お
っ
て

世
界
を
め
ぐ
る
」
本
館
教
授
池
谷
和
信
に
よ
る

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
司
会
は
、
古
川
圭
子
さ
ん

（
M
B
S
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
で
す
。

日
時　

9
月
16
日
（
月･

祝
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分
（
13
時
開
場
）

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

み
ん
ぱ
く
手
話
言
語
学
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
3

◆
語
順
と
数す
う
に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　

9
月
27
日
（
金
）
9
時
20
分
〜
18
時

会
場　

第
4
・
5
セ
ミ
ナ
ー
室
（
定
員
80
名
）

※
事
前
申
込
制
、
参
加
無
料

◆
言
語
の
記
述
に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　

9
月
28
日
（
土
）
9
時
〜
12
時
45
分

会
場　

第
4
セ
ミ
ナ
ー
室
（
定
員
80
名
）

※
事
前
申
込
制
、
参
加
無
料

◆
み
ん
ぱ
く
映
画
会

「
白
塔
」

ふ
た
り
の
ろ
う
者
の
恋
愛
か
ら
結
婚
を
描
い
た
本
作

品
は
、
私
た
ち
に
等
し
く
与
え
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
日
常
の
営
み
を
映
し
出
し
て
い

ま
す
。
上
映
を
通
じ
て
、
ろ
う
者
側
か
ら
み
た
手
話

や
社
会
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

9
月
28
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
45
分
（
13
時
開
場
）

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

◆
手
話
言
語
と
音
声
言
語
に
つ
い
て
の
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム（
2
）

「
言
語
の
語
順
と
文
構
造
」

第
4
2
5
回　

10
月
19
日（
土
）

【
企
画
展
関
連
】

心
の
武
装
解
除

―
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク「
武
器
を
ア
ー
ト
に
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
る

講
師　
𠮷
田
憲
司（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

ア
フ
リ
カ
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

で
は
、
内
戦
終
結
後
も
大

量
の
武
器
が
民
間
に
残
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
武
器
を
農

具
や
自
転
車
と
交
換
し
て

回
収
し
、
武
装
解
除
を
は

か
る
と
と
も
に
、
回
収
し
た

武
器
を
素
材
に
ア
ー
ト
の
作

品
を
生
み
出
し
て
、
平
和
を

人
々
の
心
に
定
着
さ
せ
よ

う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
銃
を
鍬

に
」
の
意
義
を
考
え
ま
す
。

金山農民画
小（22×22cm）　　　　　6,090円
大（37×37cm）　　　　　8,400円

※サイズは額装を含めたもの

み
ん
ぱ
く
で
収
集
し
た
作
品
《
い
の
ち
の

輪
だ
ち
》
の
制
作
　
2
0
1
2
年
10
月

訃
報
　
近
藤
雅
樹
教
授

　
み
ん
ぱ
く
の
近
藤
雅
樹
教
授
が
、
本
年
八
月

三
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
近
藤
教
授
は
、
民

俗
学
者
・
宮
本
常
一
の
高
弟
と
し
て
民
俗
学
研

究
の
王
道
を
あ
ゆ
み
、
一
九
九
〇
年
三
月
に
み
ん

ぱ
く
に
就
任
し
て
二
〇
年
余
、
一
貫
し
て
日
本

研
究
、
民
具
研
究
、
物
質
文
化
研
究
を
主
導
す

る
と
と
も
に
、
渋
沢
敬
三
の
民
俗
学
に
傾
倒
し
、

み
ん
ぱ
く
の
基
礎
資
料
で
あ
る
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ゼ
ア
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
整
理
・
分
析
に
邁
進

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
総
決
算
と
し
て
心
血

を
そ
そ
い
だ
特
別
展
「
屋
根
裏
部
屋
の
博
物
館
」

実
現
と
い
う
ご
遺
志
を
生
か
す
べ
く
、
み
ん
ぱ

く
が
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
関
連
催
し
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
余
儀
な

い
変
更
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

　
近
藤
教
授
は
、
本
誌
の
編
集
委
員
を
長
年
勤

め
、
味
わ
い
深
い
記
事
を
連
載
す
る
な
ど
、
本

誌
に
も
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
深
く
哀
悼
の

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）
みんぱくfacebookページ　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）
みんぱくフェイスブック　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

価格はすべて税込

第
4
2
4
回　

9
月
21
日（
土
）

【
特
別
展
関
連
】

屋
根
裏
部
屋
博
物
館
主
人
の
横
顔

講
師　
飯
田
卓
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

　
　
　
木
村
裕
樹
（
龍
谷
大
学 

非
常
勤
講
師
）

　
　
　
永
井
美
穂
（
渋
沢
史
料
館 

学
芸
員
）

青
年
時
代
に
友
人
た
ち
と
一
緒
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ち
寄
り
、

ガ
レ
ー
ジ
の
屋
根
裏
で
博
物
館
ご
っ
こ
を
し
て
い
た
の
が
渋
沢

敬
三
で
し
た
。
生
物
学
者
に

な
る
の
が
夢
で
し
た
。
長
じ

て
か
ら
は
邸
内
に
本
格
的
な

博
物
館
兼
研
究
所
を
建
て
、

若
い
研
究
者
た
ち
の
育
成
に

も
心
を
砕
い
た
渋
沢
の
一
面

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

渋
沢
敬
三
（『
柏
葉
拾
遺
』
よ
り
）

12   13    2013 年 9月号


